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国
土
交
通
省
は
一
月
十
四

事
務
所
・
ビ
ル
や
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
業
務
部

日
、
東
京
・
文
京
区
の
日
本

下
水
道
事
業
団
本
社
会
議
室

で
第
二
回
「
水
素
社
会
に
お

け
る
下
水
道
資
源
利
活
用
検

討
委
員
会
」
（
座
長
・
田
島

正
喜
九
州
大
学
客
員
教
授
）

を
開
き
、
青
森
県
弘
前
市
、

門
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

は
一
九
九
〇
年
度
か
ら
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
二
〇
三
〇
年
度
に
二
〇

一
三
年
度
比
で
総
排
出
量
を

二
六
％
削
減
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
効
果

的
な
削
減
対
策
の
推
進
が
急

務
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
同
省
は
二
○
一
四

年
度
か
ら
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
確
立
事

業
に
着
手
し
、
技
術
者
資
格

認
定
制
度
・
事
業
者
認
定
制

埼
玉
県
、
神
奈
川
県
横
浜
市

の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ

デ
ィ
（
Ｆ
Ｓ
・
事
業
可
能
性

の
検
証
）
の
中
間
報
告
を
行

っ
た
。
三
月
を
め
ど
に
Ｆ
Ｓ

の
最
終
報
告
を
受
け
て
下
水

道
に
お
け
る
水
素
利
用
の
将

度
の
創
設
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。

来
像
と
今
後
の
展
開
案
を
ま

と
め
る
。

下
水
汚
泥
は
下
水
処
理
場

に
集
約
さ
れ
、
量
・
質
と
も

に
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
地
で
あ
る
都

市
部
で
発
生
す
る
都
市
型
の

技
術
者
資
格
認
定
制
度
で

は
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
技
術

を
体
系
的
に
理
解
し
て
設
備

の
運
用
状
況
を
的
確
に
診
断

し
、
実
施
計
画
を
立
案
で
き

バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
素
社
会
の
実
現
に
有

る
技
術
者
、
あ
る
い
は
実
施

計
画
に
基
づ
い
て
指
導
し
、

実
施
結
果
を
評
価
・
分
析
し

た
う
え
で
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
な

ど
に
さ
ら
な
る
改
善
提
案
が

で
き
る
技
術
者
を
第
一
種
エ

コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者

（
仮
称
）
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
ま
た
ビ
ル
の
設
備
管
理

で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

一
定
の
基
礎
技
術
を
持
ち
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
エ
コ
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
が
行
え
る
技
術

者
を
第
二
種
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
技
術
者
（
仮
称
）
と
し

て
認
定
す
る
。

一
方
、
事
業
者
認
定
制
度

で
は
地
方
自
治
体
・
ビ
ル
オ

ー
ナ
ー
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
に
基
づ
き
①
エ
コ
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
の
提
案
・
実
施

能
力
②
事
業
者
の
経
営
状
況

・
実
施
体
制
③
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
整
備
④
関
連

・
類
似
業
務
の
実
績

な

ど
を
認
定
要
件
と
し
て
求
め

る
方
針
だ
。

同
省
は
新
制
度
の
周
知
・

普
及
を
図
る
た
め
、
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
北
海
道
札

幌
市
、
宮
城
県
仙
台
市
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、

愛
知
県
名
古
屋
市
、
大
阪
府

効
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
同
省
は
福
岡
市

で
下
水
汚
泥
か
ら
水
素
を
製

造
す
る
技
術
の
実
証
を
進
め

て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
で

も
具
体
的
な
取
り
組
み
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
同
検

討
会
で
は
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
実
際
の
下
水
処
理

場
を
モ
デ
ル
に
下
水
汚
泥
か

ら
の
水
素
の
製
造
・
利
用
に

つ
い
て
技
術
面
、
制
度
面
、

大
阪
市
、
広
島
県
広
島
市
、

香
川
県
高
松
市
、
福
岡
県
福

岡
市
の
全
国
九
会
場
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
こ
れ
ま
で
の

事
業
成
果
や
先
進
的
事
例
、

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２･

コ
ス
ト
削
減
効
果
、

技
術
者
資
格
認
定
制
度
・
事

業
者
認
定
制
度
と
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
概
要
、
今
後
の
見

通
し
な
ど
を
紹
介
す
る
、

一
月
十
五
日
に
東
京
・
千

代
田
区
の
損
保
会
館
で
開
か

れ
た
初
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
関

連
企
業
・
団
体
な
ど
約
二
百

名
が
参
加
。
冨
田
翼
同
省
地

球
環
境
局
総
務
課
低
炭
素
社

会
推
進
室
環
境
専
門
員
の
開

会
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
企
業

・
団
体
・
自
治
体
関
係
者
ら

が
「
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の

効
果
と
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル｣

、｢

エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
実
践
の
勘
ど

こ
ろ
と
効
果
ア
ッ
プ
の
た
め

の
遠
隔
支
援
の
し
く
み
」
、

「
自
治
体
に
お
け
る
先
進
事

例
（
福
岡
市
ソ
フ
ト
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業)｣

、｢

技
術
者
資
格

認
定
制
度
・
事
業
者
認
定
制

度
と
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
推

進
セ
ン
タ
ー
」
を
テ
ー
マ
に

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

経
済
性
な
ど
の
課
題
や
解
決

策
の
検
討
を
行
い
、
ク
リ
ー

ン
な
水
素
利
用
を
促
進
し
て

い
く
。

当
日
は
冒
頭
、
田
島
座
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
以
降
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま

す
ま
す
困
難
な
様
相
を
呈
し

て
お
り
、
水
素
の
重
要
性
は

今
後
よ
り
一
層
注
目
さ
れ
る

と
確
信
し
て
い
る｣
と
述
べ
、

活
発
な
議
論
を
促
し
た
。
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地方公共団体の中間報告で論議

環
境
省
は
一
月
十
五
日
、
東
京
会
場
を
皮
切
り
に
全
国
主
要
都
市
九
カ
所
で
「
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
業

務
用
等
建
築
物
の
低
炭
素
化
・
コ
ス
ト
削
減
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
始
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
二
○

一
六
年
度
か
ら
新
た
に
業
務
用
建
築
物
な
ど
の
快
適
性
や
生
産
性
を
確
保
し
つ
つ
整
備
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
運
用

改
善
を
行
う
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
技
術
者
資
格
認
定
制
度
・
事
業
者
認
定
制
度
を
創
設
し
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
た
光
熱
水
費
か
ら
収
益
を
上
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
を
め
ざ
す
。
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東京･損保会館で初開催


